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研究成果の概要 

本研究の目的は，繊細な違いを感じとり，「対象」と「その価値」を認識できる人間の触認識能力を

司る情報担体を明らかにし，その知見を新しい概念に基づく深化型センシングシステムの形で実

現することである。3年目となる 2022年度は，上記中間目標に向けて「マルチフィジックス・ナノ触

覚センサ」技術を完成し，新たに実現した「乾湿感」と「冷温感」を取得する機能の基本特性を実証

した。これらの機能を集積することは既存の触覚センサにない新しい概念であることから，「乾湿

感」「冷温感」の論文がMEMSの最高峰国際会議で Award Finalist と Award Winnerを受賞する

など，国際的にも非常に高い評価を得ることができた。 

また，センシングアルゴリズムと深化の有効性についても順調に研究が進んでいる。環境パラメ

ータ変動に対するロバストセンシング機構の構築や，XGBoostモデルによる触覚センサ出力と手

触り感との関連性の定量化に取り組むとともに，それを用いた可視化ツールと機能検証フローを開

発した。触覚の価値を表す様々な指標についてニューラルネットワークによる数量化モデルが構

築され，人間の感覚以上の精度で数値化に成功している。また，触覚の価値に影響を与える特徴

量を可視化する技術の開発が進められており，触覚の価値を決定する因子の特定が順調に進め

られている。これらの成果は触覚分野の最先端技術が発表される IEEE World Haptics2023におい

て発表が決定している。 
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